





































































































































































































































まず，種内競争係数を一定（入＝0.01） と 図表2－2 ロジステイック曲線内的自然増殖率どの変化

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2012),瀬野裕美(2016), 寺本英(1997), テイーメ (2006), Vandermeer, Goldberg(2007)を参照。
なお，本稿のMalthlls型増殖過程の説明はバージェス， ボリ－(1"0)pp.47,寺本英(1997), pp.2-6,
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